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要因分析

【必須】

　既存庁舎の維持管理が適正に行われたことに加え、松山東警察署の庁舎新築に係る事業が整備計画に従い進捗し

ていることや伯方警察署の非常用発電装置設置工事が完了したことが、目標値達成に大きく寄与したと考えられ

る。

改善の方向性

【必須】

　令和６年度は、松山東警察署の庁舎新築事業完了年度であり、更に、久万高原警察署に非常用発電設備の新規整

備を予定している。

　これらの整備事業は、災害に強い警察施設を構築し、警察活動に支障を来たさないための取り組みであることか

ら、今後も修繕等適正管理に努め、警察施設の不適正管理を防止する。
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細 施 策 26-8 警察基盤の整備・拡充 施策KGI ①

Ｋ Ｇ  Ｉ

警察施設の不適正管理に伴う警察活動支障件数

KGI種別 下がると良い指標 R  5  年  度

令和５年度　　事後評価シート
施策 26  公共施設の適正なマネジメント

K　G　I

①県の管理する公共施設等の管理不備・老朽化に起因する重大事故発生件数

　【基準値】０件（令和４年）【目標値】０件

〔参考指標〕県の管理する公共施設等で不安や危険を感じた県民の割合

　【基準値】45.9％（令和４年）【目標値】40.7％
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